
１．件名：東京電力ホールディングス（株）福島第一原子力発電所特定原子力施設

ALPS処理水希釈設備及び関連設備に関する面談 

 

２．日時：令和４年９月８日（木） １３時３０分～１５時１５分 

 

３．場所：原子力規制庁２階大会議室（ＴＶ会議システムを利用） 

 

４．出席者 

原子力規制庁 原子力規制部 

検査グループ 専門検査部門 

山元首席原子力専門検査官、福富主任原子力専門検査官、 

佐藤原子力専門検査官、山中原子力専門検査官 

東京電力福島第一原子力発電所事故対策室 

正岡管理官補佐、大辻室長補佐、小西係長、塩唐松係員 

東京電力ホールディングス（株） 

福島第一廃炉推進カンパニー 福島第一原子力発電所 

ALPS処理水プログラム部担当 他１３名 

 

５．要旨 

○東京電力ホールディングス（株）から、ALPS処理水希釈設備及び関連設備の

工事概要について説明を行いたい旨の申出があり、面談を行った。 

 

○東京電力ホールディングス（株）から、資料に基づき、以下の説明があった。 

・ALPS 処理水希釈設備及び関連設備の概要 

・Ｋ４エリアタンクの改造内容 

・ベント弁漏えい検知器の動作原理 

・放射線モニタの仕様 

・海水配管ヘッダの仕様と構造 

・ALPS 処理水希釈放出設備及び関連施設における放射線管理 

・工事工程の概要 

 

○原子力規制庁は、上記説明内容を確認すると共に、以下についても確認した。 

・８月４日から工事を開始し、放水トンネルは掘削中 

・工事の進捗は気象や海象条件等の影響により変動すること 

 

○原子力規制庁は、東京電力ホールディングス（株）に対し、工事の進捗状況や



今後検査を進める上で必要な情報等を提供するよう求めた。 

 

○東京電力ホールディングス（株）より了承した旨回答があった。 

 

６．その他 

資料：ALPS処理水希釈放出設備及び関連施設の工事概要とスケジュールについ

て 


